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2020 年 11 月会報
ワイズの理解
ファミリーファースト

■国際会長主題：“VALUES,　EXTENSION and LEADERSHIP” Jacob Kristensen（デンマーク）　      
　スローガン　“TRUST IN THE RIVER OF LIFE”
■アジア太平洋地域会長主題：“Make a Difference” David Lua（シンガポール）
　スローガン　“INSPIRE”
■東日本区理事主題：　変化を楽しもう！ “Let's enjoy Changes” . 板村哲也（東京武蔵野多摩）
　副題　　助け合い、分かち合い Let's help and share each other.
■あずさ部長主題：変わるに挑戦！ Challenge to Change．御園生好子（東京サンライズ）
■甲府 21クラブ主題：『それぞれのプラス１を』  　輿水 順雄

 会長挨拶　
甲府２１ワイズメンズクラブ　会長　輿水　順雄

日 時 2020 年 11 月 14 日（土）　　11:00～
会 場 岡島ローヤル会館
〈記念例会〉 11:00～11:40 司会  古屋秀樹メン
1．開会点鐘　　　　　　  輿水　順雄会長
2．ワイズソング、ワイズの信条　奏楽 荻野　優子
3．歓迎挨拶    輿水　順雄会長
4．来賓紹介・祝辞 甲府市長　 樋口雄一様
   東日本区理事　 板村哲也様
   山梨ＹＭＣＡ総主事露木淳司様
5．表彰式   皆勤賞 駒田　勝彦メン
6．祝電披露

〈入会式〉 11:40～11:55 司会 宮岡宏実委員長
  入会者　市川将來さん　小俣　寛さん

〈30周年記念講演会〉  12:00～12:35
　「ある感染症に勝利した甲府盆地の人々」　
     薬袋　勝メン

〈記念写真撮影〉  12:40～12:50
 ～記念写真撮影後　ＩＢＣ締結会場へ移動

〈ＩＢＣ締結式〉 12:55～13:25 司会　 清藤　城宏

〈懇親会〉　 13:30～15:00 司会　 赤根　学
　1．開会の言葉   輿水　順雄会長
　2．食前の感謝   山縣　譲治
　3．乾杯  甲府クラブ 標　克明会長
　4．歓談・ゲスト紹介・ハッピーバースデイ
　5．祝辞  あずさ部長 御園生好子様
   草津クラブ会長 一井　伸介様
　6．感謝の言葉 30 周年実行委員長　佐藤重良
　7．中〆  甲府 21 クラブ 米長晴信副会長
　8．ＹＭＣＡの歌  奏楽　 荻野　優子
　9．閉会点鐘    輿水　順雄会長

　「これらすべてのことは、同じ唯一の “霊” の働きであって、“霊” は望むままに、それを一人一人に分け  
　与えて下さるのです」
 コリントの信徒への手紙一 12章 11節   　  　【選者　功刀　弘】

〈今月の聖句〉

甲府２１ワイズメンズクラブ
創立３０周年記念例会プログラム

　新しい山梨YMCAでの記念すべき第 60回チャリ
ティーバザーが、秋晴れの中開催されました。検温、
連絡先の確認、飲食なし等コロナ対策も実施。バザー
会場は今までと違い、全て屋外で広々として回遊性も
あり、多くの皆さんが来場され素晴らしいバザーにな
りました。大澤英二前理事長も療養中でありながらも
顔を出してくれました。
　甲府21クラブも松村禎夫実行委員長、佐藤重良Ｙサ・
CS委員長をはじめ、多くの会員・メネットの皆様に
ご苦労いただき、このバザーを盛り上げることができ
ました。特にバザーの指揮官を務めた佐藤重良メンの
仕切りは流石で、準備・販売・撤収と統率がとれてい
ました。販売した大根、長ネギ、白菜等の野菜につい
ては、種まき・植え付け・間引き・収穫と全てに渡り
境川の沼田ご夫妻のご協力がありました。沼田ご夫妻
は佐藤重良メンの知人であり、2017 年よりご協力を
いただいております。また、竹手芸品は松村禎夫メン
の知人の宮崎さんからご提供をいただきました。改め
て感謝いたします。
　バザーが終わると、いよいよ設立 30周年記念例会
です。佐藤重良実行委員長を中心に準備を進めてきま
した。設立 30周年の記念誌・DVDは後藤委員長、小
澤智之メン以下ブリテン委員会が中心となってまとめ
ていただき、大変素晴らしいものができました。記念
例会はコロナ禍で人数制限はありますが、2名の入会
式、オーストラリアのアデレードクラブとの IBC締結
式もあり、30周年にふさわしい内容となっています。
国際協会、東日本区、あずさ部からもお祝いに駆けつ
けていただく予定です。感謝！

YMCA BAZAAR FOR ALL

    山梨 YMCA総主事　
      露木淳司
　第 60回の還暦バザー、設営から運営、後片付け
に至るまでワイズメンズクラブの皆様の献身的なご
指導の下、晴天にも恵まれて無事終了いたしました。
ご協力に心より感謝申し上げます。
今年のバザーは引っ越しとコロナ禍の中、何もかも
が初めてづくしとなりました。館内を使わずすべて
屋外テントの利用、飲食なし、受付での記帳・検
温・・・。初めての場所でお客さんは来てくれるだ
ろうか。飲食無しで収益は得られるのだろうか。不
安だらけのスタートでした。とにかく開催すること
に意義を見出し、新会館を見てもらう。その一念で
それ以上多くを望むことはやめよう。そう開き直っ
て迎えた 11月３日でした。蓋を開けてみれば、開
店前から人が集まり始め、10時台には密が心配にな
るくらいの人だかりとなりました。　　　　
お祭りの縁日を思わせる賑やかな雰囲気を作れた背
景には、21ワイズの輿水会長のお声がけによるヴァ
ンフォーレ様からお借りした 20張り近くのテント
が大活躍、びっくり市の会場用のものは新会館の施
工会社、山市成工様と依田建設様からお借りしまし
た。地域の人の協力も得られて、特に穴山通りの自
治会長さんからのお声がけで多くの方が足を運んで
くださり、YMCAを紹介する良い機会とする事がで
きました。また瑞泉寺や聖徒末日イエス・キリスト
教会など近隣の駐車場をたくさん借りることができ、
この地にYMCAが根ざしてゆく良い機会となりまし
た。そして大澤英二名誉主事も車椅子で参加され、
皆さんと交わることができましたことも、大きな思
い出とすることができました。
すべての人が一つになって成し遂げられるイベント、
まさに FOR ALL を実感できた一日でした。来年は
コロナなしでより盛大なバザーができることを心か
ら祈ります。改めまして皆様本当にありがとうござ
いました。

11月　November　2020年（令和2年）

ＹＭＣＡ便り
長寿いろいろ、色の話。

（敬称略）11月の花　シクラメン　　　右 11月 19日の花　吾亦紅



Adelaide Club ..
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《11月の誕生者》

敬称略

廣瀬　健　11月 16日
赤根　学　11月 19日

10月出席率　　　会員数　　  41 名
　　例会出席者数 32名　其の他行事　   3 名
　　計　　　　　　　　  35 名
　　出席率　             33÷41= 85％

新入会おめでとうございます

特別例会準備
＊クリスマス例会
　12月 13 日、日曜日午後 5時～
　EMC委員会（宮岡委員長）担当
　会場手配、牧師手配、プログラム作成等

＊新年合同例会
　1月 12 日火曜日午後６時３０分～　　
　DBC,IBC 委員会（清藤委員長）担当
　本年度は甲府 21クラブが担当にて開催
　会場　談露館・・確認する　講師手配、
　プログラム作成。甲府クラブ標会長と連
　絡を取る

例会日程変更のお知らせ

第一例会が特別例会となるので、第二例会
の日程を変更します。
＊12月の第二例会 12月 22 日（火）→12
月  1 日（火曜日）・・13日のクリスマス
例会の準備確認

国際表彰
ブースタークラブ賞、チャレンジ22賞

Penfolds



Y Service Club of Adelaide
c/o Club Secretary, 3 Blaxland Avenue, WYNN VALE SA 5127

31 October 2020
Dear Club President, Club Leaders and Members of the Y Service Club of Kofu21,
The Y Service Club of Adelaide is very pleased to be setting up an IBC link with the Y 
Service Club of Kofu21 in Japan. It will help our members to learn more about your 
country and lead to a strengthening of international relations.
The Adelaide Club is celebrating its 41st Birthday this month. This club was formed in 
the north-eastern suburbs of the city of Adelaide and had strong links to the YMCA 
nearby where meetings took place. Since then, the club changed its name from Tea 
Tree Gully to Adelaide and met in the city YMCA for a while, when the local YMCA 
nearby �inished operating. We were meeting in our local church up to early this year 
before covid-19 took over. We are now back to meeting again in members homes and 
held an “Open House” for the 100-Day Membership Campaign to help attract new 
members to the club.
The Adelaide Club has 17 members with a variety of ages and backgrounds, the oldest 
being Bill who is 89 and the youngest Aric 25. There are several members in their 30s 
and most of the rest are older and retired. We have four married couples and three of 
our members are of Chinese background. Most of our fundraising is achieved through 
conducting “sausage sizzles” at our local hardware store.
The City of Adelaide has a population of 1.3 million, situated on the Gulf of St Vincent 
with lovely sandy beaches on the west and the Adelaide hills on the East. The climate 
is Mediterranean with plentiful vineyards and orchards within an hour’ s travel from 
the city. We pride ourselves on being a productive food-bowl along with plentiful 
supplies of fresh seafood. We are home to Santos, a large mining company; a good 
choice of universities with many students from Asia; the Southern Rock Lobsters are 
found in our waters and are exported widely; we are home to many well-known wine 
labels – Penfolds, Yalumba, Peter Lehmann, D’ Arenbergs, Seppelt – with settlers from 
Germany bringing vine cuttings to plant from the 1830s. 
The Adelaide club has good relations with the YMCA of South Australia. The new CEO, 
David Paterson comes with a humanitarian work background and is keen to raise the 
pro�ile of the YMCA in the community. Much of the support given to the YMCA helps to 
run camping programs for disadvantaged children.
Thank you for this opportunity to link our lives with yours through the IBC 
connection. We hope that you will bene�it from this partnership just as much as we 
hope to.
Yours y’ sley,

Lyall Hill

Y SERVICE CLUB of ADELAIDE
Y’ s Men International - Australian Region
Service Club in Partnership with the YMCA
“To  acknowledge  the  duty  that  accompanies  every  right”
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2020 年 10月例会報告
日時　2020年 10 月 6日（火）19:00~
会場　山梨YMCAグローバルコミュニティーセン
ター
＊司会　佐藤重良メン＊聖句一言　後藤メン
＊会員スピーチ　功刀メン
定刻に輿水会長の点鐘にて開会、佐藤重良メンの司
会にて進行、功刀メンの会員スピーチは精神科医と
して 55年に渡り統合失調症の治療に携わり「良い
眠りが認知症を予防する　~と気付いたこと」をま
とめた本の自費出版を決意されたと報告、ワイズの
皆様の応援をよろしくと付け加えられました。会長
の挨拶はチャリティーランは中止、バザーはコロナ
ウイルス感染対策をし、新会館のお披露目を兼ね開
催する。30周年記念例会ではオーストラリア、ア
ドレードのクラブとの IBC 調印式を行う予定。2
名の新入会員を加え会員数が41名である等の報告。
ゲスト紹介で松本クラブ会員の大和田浩二メンよ
り、甲府 21クラブが甲府駅前ブランチを拠点に
チャーターした30年前に所長をされていたことと、
長野県にYMCAを作りたく松本クラブに所属され
ていると挨拶がありました。小俣寛氏が三度のゲス
トとして出席され、今回新しく小倉功氏が出席、長
年にわたり太田町公園にて子供たちに紙芝居をされ
ているとのこと、短編を披露してくださいました。
今月は久しぶりの会員卓話を鎌田メンが歯科医療分
野では未開であった矯正歯科専門医開業から48年、
様々な症例をもとに不正咬合をいかにして正常咬合
へ導き、良好な咬合を維持し自分の歯で食べられる
ことが重要であるとのお話をして頂きました。10
月誕生者はゲストの大和田様、松村仁子メネットを
含めた 5名の方を祝福、諸報告、YMCAの歌、閉
会点鐘にて終了

第 24回あずさ部部大会報告
日時　2020年 10月 17日（土）13:00～
会場　高尾の森わくわくビレッジ

東京サンライズクラブのホストで第 24回あずさ部       
部大会が行われました。当日はあいにくの雨で寒い
日になりましたが、明朗快活な御園生好子あずさ部
部長の開会点鐘と挨拶で始まりました。
 参加クラブは甲府、東京西、東京武蔵野多摩、松本、
甲府 21、東京八王子、東京たんぽぽ、富士五湖、
東京サンライズの 9クラブ。あずさ部だけでも総勢
60名超。甲府 21からは輿水会長、荻野メン、小
澤公メン、駒田メン、佐藤重メン、寺田メン、野々
垣健メン、廣瀬メン、宮岡メン、米長メンと山口の
11名が参加致しました。
会食を挟み、和やかな雰囲気のなか来賓・区役員紹
介が行われ、板村哲也理事より祝辞がありました。
国際表彰では甲府 21がクラブとしてブースターク
ラブ賞、チャレンジ 22賞を頂き、個人では野々垣
健五メンが表彰されました。続いて国際・交流事業
主任として米長メンから報告が行われ、東日本区
次々期理事として佐藤重メンが紹介されました。新
入会員紹介では水越正高メン、鈴木美穂子メン、萩
原三鈴メンの 3名の名前が呼ばれました。
　最後に甲府 21荻野メンによる第 24回東日本区
大会のアピールをさせて頂きました。横断幕も披露
し盛大にPR活動が行えたと感じました。閉会後に
記念撮影を行い、お楽しみタイムに移りました。お
楽しみタイムは①「浅羽俊一郎さんとその仲間によ
るジャズ演奏」②「中村ルミ子さんの紙芝居と米長晴
信さんのマジックショー」③「東さんの駄菓子屋さん
と昔の遊び」の 3つが入れ替え制で行われ、楽しい
時間を過ごしました。

１０月例会報告 第24回あずさ部部大会報告
甲府 21　書記　寺田　喜長 甲府 21　ﾌﾞﾘﾃﾝ班　山口　了
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境川　沼田様の農園にて収穫 毎年人気のお菓子の福袋 明確な指示と実行 市場顔負け　野菜売り場

山梨YMCA　大澤名誉理事長

好天に恵まれました

♪空、清く晴れて　緑の朝に～♪


